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日  時：令和元年５月 30 日（木）18時 30 分 ～19 時 50 分 

場  所：館田地区農業推進拠点施設 

対象地区：館田 

参加人数：28名 

 

■要望、質疑応答 

内   容 

〇新聞や市広報紙に氏名が載らない死亡者の数について 

（市民から） 

 亡くなった人でも、新聞のお悔やみ欄や市の広報紙に氏名が載らないため、葬儀が終わ

った後に死亡の事実を知ることがある。このような死亡者の数はどの程度か。 

 

（市から） 

・お悔やみに氏名を載せない人に限った数については把握していない。 

・参考までに、平成 29年中の死亡者数は 450 人、出生者数は 170 人である。 

 

〇平川河川敷の道路の舗装について 

（市民から） 

 平川河川敷の道路、大豊橋からガード下の部分を舗装してもらえないか。 

 

（市から） 

・この道路は以前除排雪の工事を行う際に広げたものである。舗装については他の工事

との兼ね合いもあるので、どういう形でできるか建設部とも協議する。 

 

〇三笠苑前の道路（北側）の拡幅について 

（市民から） 

 三笠苑の前の道路について、近年松崎小学校の児童が通学路として使用しているが、苗

生松多目的集会施設の向こう側の部分の道幅が狭い。交通事故が起きる前に拡幅しても

らえないか。 

 

（市から） 

・この道路は、かつて片側にふた付きの水路を埋設して拡張したもので、現在は自動車が

すれ違うくらいはできる状態になっている。 

・この道路は正規の通学路ではないが、松崎小学校とも協議する。 

 

〇歩道の設置について 

（市民から） 

 三笠苑前の道路に館田側から入るＴ字路の付近で道がＬ字型になっているところがあ
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るが、この道幅が狭い上、向かって左側（屈曲側）にブロック塀があり見通しが悪く危険

である。歩道を設置し拡張してもらえないか。 

 

（市から） 

・現場を確認の上、対応を建設部と検討する。 

 

〇防犯カメラの設置について 

（市民から） 

 館田地区の交差点で交通事故が多く、警察からも防犯カメラを設置していないのかと

たびたび尋ねられる。市の方で何か対策はあるか。また、市内の学校についても、出入口

等に防犯カメラを設置した方がよいと思われるがどうか。 

 

（市から） 

・場所によっては町会でカメラを設置しているところもあるが、交差点などに行政が設

置した例はない。 

・設置場所や電源の確保等、設置を市、公安委員会のどちらが行うのかという問題がある

ので、内部で協議の上、町会長にお知らせする。 

 

〇子どもの遊び場について 

（市民から） 

 弘前市のヒロロのような、就学前の子どもが遊べる場所・親同士で話ができる場所があ

れば良いと思うが、設置する計画はあるか。 

 

（市から） 

・そういう場所があれば良いと思う。新庁舎完成後に尾上庁舎をどのように活用するか

検討しているところだが、子どもの遊び場にすればという提案もあった。新たに施設を

作るのは難しいので、尾上庁舎や廃止された公共施設を活用する形で考えていきたい。 

 

〇歩道の除雪について 

（市民から） 

 平賀西中学校に通じる道路の歩道の除雪をしてもらいたい。 

 

（市から） 

・この道路は現在、県で拡幅・歩道設置工事中で、歩道も途切れ途切れの状態であり、完

成してからでないと歩道の除雪は困難である。 

・歩道の除雪は、通学路になっているところを優先的に行っているのでご理解願いたい。 
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〇防災無線による市民歌の放送について 

（市民から） 

 無線で市民歌が流されているが、昔は歌詞が入っているものが流れていたが、苦情が来

てメロディだけのものになったようである。苦情は何人くらいから来たのか。 

 

（市から） 

・苦情の人数までは覚えていないが、複数人から来たと記憶している。歌詞ありの方を流

してほしいという要望がなかったことから現在はメロディだけのものになっている。 

 

〇平賀西中学校前の道路について 

（市民から） 

 平賀西中学校前の道路は、校門の前に歩道がなく、学校敷地からすぐに車道に出るよう

になっているが、突然車道に生徒が出てきたりして危ないと思う。館田方面への道路の整

備と併せて歩道を設置できないか。 

 

（市から） 

・現在県で工事をしている道路について打ち合わせがあるのでその中で話をする。 

 

〇日沼地区の雪捨て場について 

（市民から） 

 日沼地区の雪捨て場に行ったとき、出口側の斜面の勾配がきつく怖い思いをした。道幅

を広げるか、勾配を緩くしてもらえないか。また、入口・出口を間違えないように看板を

設置してもらえないか。 

 

（市から） 

・雪捨て場に通じる道路が市道なのか県で管理しているのかということもある。看板の

設置については建設部と検討する。 

 

〇落葉の処分について 

（市民から） 

 春と秋の清掃で、神社や墓地の立木からの落葉が毎年出る。毎回市民課に処分をお願い

しているが、これを唐竹地区の最終処分場に持ち込めるか。 

 

（市から） 

・普段は、唐竹地区の処分場では廃棄物の受け入れを行っていない。ただし、春と秋の一

斉大清掃時は、事前に申し込みをしていただければ、町会の方で持ち込むことも可能で

ある。くわしくは、市民課の方へ問い合せいただきたい。 
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〇放課後児童クラブについて 

（市民から） 

 子が放課後児童クラブに行っているが、受け入れの時間が９時からで、親が共働きだと

土曜日、夏休み、冬休み及び春休みの間は時間が合わない。８時から利用できればと思う

が、こういった場合どこに相談したらよいのか。 

 

（市から） 

・ご希望に添えるかはこの場で明言できないが、子育て健康課にご相談いただきたい。 

 

〇ごみの出し方の周知について 

（市民から） 

 リサイクル指導員をしていて思ったことだが、資源ごみとして出されるものの中にき

ちんと洗われていないものや、中が見えない白い袋に入れて出されるものがあった。ごみ

ポスターが毎戸配布されているが、こういう出し方をする人はポスターを読んでいない

ように思える。ごみの出し方や分別を周知する手段を検討してもらえないか。 

 

（市から） 

・周知の徹底、指導のしかたについてどのような方法があるのか、市民課と検討する。 

 

〇平賀駅前の歩道の除雪について 

（市民から） 

 平賀駅前通りの歩道について、駅からみちのく銀行平賀支店の手前の部分及び商工会

から向こうの部分の除雪が不十分で、歩道の中央部が盛り上がって危険な状態であった

ので、きちんと対応してほしい。 

 

（市から） 

・駅前通りについては、電線地中化工事の影響で除雪が行われなかった可能性もあるが、

そうでないのであれば、市のメインストリートでもあることから、除雪についてもきち

んと対応するように建設部にも伝える。 

 

〇通学路でない道路の整備について 

（市民から） 

 本来通学路ではないが事実上通学路として使用されている道路について、整備を進め

ると自動車の通行量が増え、かえって歩行者が危険になると思う。 

 

（市から） 

・通学路の指定は市ではなく、学校側で保護者等と話し合って行っているが、その中では

このような裏通りの整備を求める意見もあれば、死角になるので整備を進めるべきで
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ないといった意見もある。こうした様々な意見をまとめた上で道路の整備等を行って

いるので、ご理解願いたい。 

 

〇農道等における自動車の通行について 

（市民から） 

 大光寺地区から三笠苑前を通り、苗生松地区に抜ける道において、信号がないためか通

勤時間帯などに自動車が高速で走行するのを見かけることがある。館田地区から弘前市

石川に至る道路でも、大型車両が集落内を高速で通過している。 

 

（市から） 

・通勤時間帯ということで急いでいるのもあるだろうが、結局は個人のマナーの問題で

はないか。 

 

○中高生に対する交通安全指導について 

（市民から） 

 ４方向が一時停止となっている交差点を通行する際、自転車に乗った中高生が一時停

止しないで交差点に進入してくることがある。市内で中高生が遭った交通事故は何件く

らいか。また、自転車の乗り方について市内の学校で指導などを行っているか。 

 

（市から） 

・当職が教育委員会事務局に在籍していた４年間で、尾上地域で１件高校生が交差点へ

飛び出したことによる事故があった。中学生等で自転車の乗り方が悪いところを見か

けたら、教育委員会や学校にご連絡いただきたい。 

 

○経済部長と企画財政部長の業務について 

（市民から） 

 今回、経済部長と企画財政部長が来ているが、両者の仕事の違いは何か。 

 

（市から） 

・経済部では、商工部門やねぷた等の観光部門を担う商工観光課、農家への補助事業等を

行う農林課を所管している。 

・企画財政部では、企画財政課と税務課を所管している。企画財政課のうち企画調整係で

は市の長期総合プラン、地方創生総合戦略といった各課が所管していない業務を、財政

係では予算編成等を行っている。税務課では市税の賦課、徴収及び尾上地域の地籍再調

査を行っている。 

 

○中山間地域について 

（市民から） 
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 平川市の中山間地域とはどのあたりを指すのか。 

 

（市から） 

・もともとは、急傾斜地の管理を適切に行うため国で管理費を支払っていたものである。 

・指定されている地域は、通常地域は旧竹館村及び旧碇ヶ関村、特認地域は新屋、尾崎、

町居、高畑、金屋地区となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


